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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本企業の国際調達拡大による企業のパフォーマンスに与える影響を
様々な観点から分析を行った。日本企業による中間財の国際調達は、企業の生産性を向上させ、輸出の増加をも
たらし、雇用へのマイナス効果も認められない。企業が国際調達を開始すると、当該企業に製品を納入している
企業に競争促進的な効果をもたらす。しかし納入している企業での賃金や雇用の調整は進まず、マークアップ率
や生産性を下げることを示唆する結果が得られた。また企業による国際調達の進展は、地域における企業の集積
を高める効果があることが判明した。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the impact of the expansion of Japanese firms' international 
procurement on the domestic economy from the following three aspects. First we examine the effect of
 increases in imported intermediate input on firm outcomes. We find a positive relationship between 
firms’ increases in imported intermediate inputs and their productivity and export, but we find no 
negative effect on their employment. Next, we examine the effects of globalization on firm 
performance through buyer-seller networks. Our results imply that an increase in import activities 
by buyer firms has pro-competitive effects on domestic suppliers and leads to a decrease in their 
markups and productivity. Lastly, we study how firms' offshoring decisions shape a country's 
domestic production networks. Our results suggest that firms' offshoring may increase the spatial 
concentration of domestic production networks.

研究分野： 生産性、経済発展、国際経済学

キーワード： 経済政策　生産性　マークアップ　国際調達

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、近年増加している日本企業による国際調達が国内経済に与える影響を総合的に分析した。従来は国
際調達による直接的な影響を検証する研究が中心であったが、本研究において取引ネットワークを通じた間接効
果を検証したことは学術的意義が高い。またグローバル化による国内経済の構造に与える影響が世界的に高まっ
ており、国際調達を通じたグローバル化の影響を検証したことは社会的意義も高い。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
日本経済の全要素生産性（TFP）の推移を日本産業生産性（JIP）データベース 2014 によっ
てみると、経済全体（付加価値ベース、住宅・分類不明を除く）の TFP 上昇率は 1970 年代、
1980 年代がそれぞれ年率平均 2.1％、1.5％であったが、1990 年代は－0.1％、2000 年代
（2000-2011 年） は 0.5％と低迷している。1990 年代以降の低迷の原因に関して、日本経済
の構造がグローバル化に十分適応していないと考えられる。海外の研究ではグローバル化の進
展が企業の生産性に寄与したとする結果が報告されているものの、日本ではグローバル化が生
産性に与える影響に関する研究は限られている。そこで本研究では取引ネットワークを通じ、
グローバル化が企業の生産性に与えた影響を様々な観点から分析する。 
 
２．研究の目的 
日本企業の取引関係は、長期的で且つ安定的であることが知られている。しかしながら、1990 
年代後半以降、コスト削減を目的に、日本国内だけでなく海外も含め取引関係の見直しが迫ら
れてきた。海外進出や輸出を拡大した企業は海外の現地企業と国内企業からの調達バランスを
再構築し、これらの企業を取引先とする企業は納入先を新たに開拓する対応を余儀なくされて
いる。本研究では、企業の国際化がその納入先の企業のパフォーマンス（生産性、マークアッ
プ、製品構成、労働需要、賃金）に与える影響について実証的な分析を行う。これにより、日
本経済のグローバル化が日本経済の構造変化、経済成長に与える影響を、企業の取引関係を通
じて総合的に検証することが可能となる。 
 
３．研究の方法 
本研究で、企業のグローバル化が経済全体に与える影響を実証的に明らかにする。その方法と
して（１）公的統計による詳細な企業・事業所情報に加えて、（株）東京商工リサ―チ社の調査
による取引情報をマッチングして、日本の企業同士の取引ネットワークに関する分析用のデー
タベースを作成する。（２）当該データベースから推計された生産性・マークアップ・取引ネッ
トワーク情報を使用して、グローバル化が生産性、マークアップに与える影響の推計および（３）
その背景となる部門構成の変化、労働需要に与える効果について検証する。 
 
４．研究成果 
（1）グローバル化の進展が、顧客企業（多くの場合、大企業）とのネットワークを通じて調達
元企業（多くの場合、中小企業や下請企業）の企業パフォーマンスにどのような影響を与える
かを考察した。具体的には、顧客企業が海外からの調達を開始した時に、調達元企業の生産性、
マークアップ率、雇用、平均賃金、売上高に与えた影響を検証した。傾向スコア差の差分析と
いう手法を使って、主要な顧客企業が輸入を開始した時に、日本の調達元企業のパフォーマン
スがどのように変化したかを分析した。その結果、顧客企業が輸入を開始すると、調達元企業
のマークアップ率、生産性、売上高は下がる一方で、賃金や雇用には有意な影響を与えない。
これは、顧客企業が輸入を開始すると、調達元企業に競争促進的な効果をもたらすものの、賃
金や雇用の調整は進まず、マークアップ率や生産性を下げることを示唆する。 
（2）企業のグローバル調達が国内生産ネットワークの構造に与える影響の分析を行った。その
際に国内外に立地するさまざまな産業のさまざまな企業から中間製品を購入し生産活動を行う
企業が操業する産業の部分均衡モデルを構築した。450 万件の日本企業間の生産ネットワーク
データと企業レベルのオフショアリング開始に関する操作変数を使用した推計結果から、企業
のオフショアリングの開始が、中間製品製造企業との取引を代替することは少ないが、代替す
る場合には規模の大きい企業との取引が代替されることが判明した。一方で近隣に立地する、
差別化した中間製品製造業者との取引を開始することも分かった。以上の結果から、日本企業
によるオフショアリングの進展は、地域における企業の集積を高める傾向があるものと推測さ 
れる。 
（3）日本企業による中間財の国際調達が当該企業のパフォーマンス、特に輸出に与える効果に
注目して分析した。まず、中間財の国際調達が企業の生産性に与える効果を分析したところ、
既存研究と同様に生産性にプラスの効果があることが判明した。地域別には北米、欧州からの
輸入の効果が大きく、中国からの輸入には効果が認められなかった。この結果から中間財の国
際調達には技術のスピルオーバー効果があるものと解釈できる。加えて輸入は企業内における
資源配分の効率化によって企業の生産性を高めるものと思われる。企業の生産性をコントロー
ルしたうえで、企業、事業所の輸出行動に与える効果を推計したところ、中間財の国際調達は、
企業、事業所の輸出の開始、輸出金額の増加にプラスの効果があることが判明した。この結果
は、生産性向上による効果に加えて、価格の低下を通じて輸出が促進されることを示唆する。
また中間財の国際調達には、企業、事業所の雇用へのマイナスの効果は認められなかった。 
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